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複合事業の委任審議について

１．複合事業の委任審議について
東関東自動車道 水戸線（潮来～鉾田）については、国土交通省関東地方整備局との複合事業であり、事業については初期段

階からNEXCO東日本が関わっていないことから、 『東日本高速道路株式会社事業評価委員会運営要領』により、関東地方整備局
との協議を踏まえ、関東地方整備局事業評価監視委員会に審議を委任するものである。

２．複合事業の委任審議対象事業について

東日本高速道路株式会社事業評価委員会運営要領第６条
複合事業について、再評価に係る対応方針（原案）は当該事業の全事業主体が協議して作成し、審議方法は個別案件

の内容に応じて次の方法を基本として、事業主体の長が協議して定める。
一 個別案件について、初期段階から関わっていない事業主体は、初期段階から関わっている事業主体の事業評価

監視委員会に当該案件の審議を委任する。
二 個別案件について、複数の主たる事業主体の事業評価監視委員会で審議対象事業として抽出された場合には、

１つの事業評価監視委員会に他の事業評価監視委員会委員を加えて合同で審議を行う。

審議
方法

路線名 区 間 区分 延長 所在地 事業者
会社

施行区分

委任
審議

東関東自動車道 水戸線 潮来～鉾田
高速自動車

国道
３０．９㎞ 茨城県

国土交通省
ＮＥＸＣＯ東日本

舗装・施設
・土工
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複合事業の委任審議結果について

■東関東自動車道 水戸線（潮来～鉾田）

◇関東地方整備局 事業評価監視委員会（第１回）
日 時：平成２９年 ７月 ７日（金）１５：００～
場 所：関東地方整備局 さいたま新都心合同庁舎２号館 １４階「災害対策本部室」

◇審議結果
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都道
府県

事業名
事業
延長

再評価の理由 審議方法 B/C 対応方針（原案） 審議結果

茨城県
東関東自動車道
水戸線
（潮来～鉾田）

３０．９
㎞

社会情勢の変化
等により再評価の
実施の必要が生
じた事業

重点審議
事業計画が顕
著に変更され
た事業※

全体
１．３

残事業
１．９

事業継続
当該事業は高速ネットワークの形成、重要港
湾群や空港へのアクセス向上の観点から、
事業の必要性・重要性は高く、早期の効果
発現を図ることが適切である。

対応方針
（原案）のと
おり了承

※平成29年3月 有料道路事業許可により、NEXCO東日本が事業者に追加



委任審議対象事業の目的と計画の概要
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＜目 的＞

○高速ネットワークの形成
○国際バルク戦略港湾等や空港へのアクセス

向上
○災害時のリダンダンシー

＜計画の概要＞

区 間）：自）茨城県潮来市延方
至）茨城県鉾田市飯名

計画延長：３０．９㎞
幅 員：１３．５ｍ
道路規格：第１種第３級
設計速度：８０㎞/ｈ
車 線 数：４車線
計画交通量：９，４００～９，５００ 台/日
事 業 化：平成２１年度
事 業 費：約７１０億円

■東関東自動車道 水戸線（潮来～鉾田）



委任審議対象事業の有料事業化
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H29.7.7 関東地方整備局 事業評価監視委員会 資料抜粋


